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0は じめに
第18回カナ ダ ・ア メリカ言語学会(LACUS)は,1991年夏,ミ シ ガン
大学(Univ,ofMichigan)で開かれた。そ こで,私 は 』'ASupplementto
Maτtin'sLexicalEvidence'}を発 表 した。それは,SamuelE.Maltinの論
文5`LexicalEvldenceRel&tingKoreamoねpanese"(1966)の日本語 ・
朝鮮語対1,匡音則 に対す る補則で ある。私 は,両 言語 間の語彙対応証明 を行
う際に は,努 めて,Martinの設立 した 日本語 ・朝鮮語対応音 則 を用いて
来ている。 しか し,両 言語 間の語彙 同根証明に当た り,幾 つ かの補則 を立
て る必要 に迫 まれて来た。 その補則 が十指 に余る程 となったので,こ れ を
まとめて発表 したのである。
この補 則 の うち,日 本 語語頭/kノ対 応 朝鮮 語語 頭/p/音則 につ いて は目
(注),多くの疑 問が発表後,会 場 の言語学者か ら寄 せ られる事 を予測 し,
十分説明が で きるように,こ れ を補則の第一番 目に,[補 則1]と して発
表 した。
私の予測 に反 し,[補則1]に 対 す る疑問 は,全 く寄せ られず,Carle-
tonTHodge博士(lndianaUhlv.)からは,日 本語語頭/k/対応朝鮮語語
頭/p/語彙が,祖 形*pk一 よ りの分裂の可能性は ない ものか と示唆が与 え
られたQま た,」.P.Maher博士(NortheastemHlinoisUniv,〉か らは,
それが/p/>/k/移行 による可能性 の示唆があった。
以下,こ こ にそ の[補 則1」 の語例 を掲げ る。.なお,日 本語語頭/p/対
応朝鮮語語頭/k/の語例の存在 に も,そ の後気付 いたので,こ こでそれ を
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[補則1a⊃ として,掲 げ る事 にす る。なお,日 本 語語 中〆k/と朝鮮語語中
/p/の対応が,日 本語 タカイ(高 い)と 中期朝鮮語noph一(id,)の語例か ら
考 え られ る事 は,「イネ(稲 〉 の語源 を探 る」 で(p.26-27),既に,述 べ
た通 りである。.
この両言語 間の語頭/k/と/p/の対応が,果 た してHodge博士が示 唆 し
た祖形*pk一よ りの分裂 に よる ものか,ま たは,M蝕er博 士 の示唆 した
〆p/>/kノ移 行 による もの か も調 べてみ たい。 また,そ の過 程で これ ら両
言 語語頭/k/と/p/の原音が どんな子音であ ったのか推定 も試みたい。
(注)日本語 ハ行 音 は,奈 良時代頃 まで は上下唇 を合 わせ て,/p・/と発
音 した と推 定 され てい る。 その後,/Φ一/に転 じ,江 戸時代初 期 まで にそ
れが続 いた と言 われてい る。 そこで,本 論 は,便 宜上,日 本 語ハ行音 は全
て,/p・/で表 すよ うに している。
1日 本語語頭/k/対応 朝鮮 語語頭/p/対応語例
1)Jkusa(草)～MKphir(id.).
日本 語語 頭/k/と朝 鮮語 語頭/p/の対 応 の前提 に,日 本 語(;J)kusa
(草)と 中期 朝鮮 語(;MK)phh(草)の 対応証 明を行 うに は,以 下 の課
題があ ろ う。即 ち,
に〕日本語語中母音/u/と朝鮮語語 中母音〃 の対1、匡
〔2)日本語語 中子音/s/と朝鮮語語 中 ・語末子音/r/の対1,さ
〔3}日本語語末 母音/a/と朝鮮語語末緬/対応な どが それであ る。
この うち,(1)日本語語 中母音/u/と朝鮮語 語中母音/Y/の対応 については,
既 に,Ma面n音 則[21aa1が証 明済で ある。 同所 に示 され る語例 を引用
す る とす れ ば・Jpuku(吹 く)一MKpY1・(id・〉,Jnum4(沼)一knYph目
(id.),piyu(ひゆ)一Kpirずm(id,),Jnatu(夏)～MKnyerlm(id,)などが
あ ろう。
また,〔2旧本語語中子音/s/と朝鮮語語中 ・語末子音/r/の対応 について
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も,Martinの音則[14c]が証 明済みであ る。 その語例 を引用す る と,J
nose(乗せ〉 ～MKnArA(渡 し〉,Jkosu(漉す)一MKkarf一(id.),Jasi
(足)～MKpar(id,),Jhosi(星〉 ～MKpy3r(id.)などが ある。
(3)日本語語 末 母 音/a/と朝鮮 語語 末/0/対応 に つい ては,Martin音則
[23]が証明 済 みで,そ の語例 を引用 す る と,Jkuma(熊)一MKkom
(k1.),Jsiba(柴)～MKsap(id,),Jsima(島)一MKsyem(id,〉などがあ
ろ う。
なお,日 本語 クサ(草)に よ り近 い語 形 と して は,中 期朝鮮語k励m
(雑草)が あ る。語末 一mは名詞接尾辞だか らであ る。
以上 で,Jkusa(草)～MKphir〔id.)との対 応証明 は,日 本語 語頭/k/
と朝鮮 語語頭/p/の対応 が証明出来れば成立 しよ う。 この為 に,以 下,日
本語語頭/k/対応 朝鮮語語頭/p/対応語例 を更 に掲 げ,そ れを もってその
対応証明 とす る。
2)Jkago(篭)一MKpaku一[ni](id.).
中期朝鮮語paku・ni(篭)語末 一nlは接尾辞力・と思 われ る。例えば,「鶏
林類 事」 に 「猫 日鬼尼 」 とあ り,koniと解 読 され て い るが(李 崇 寧
p,124),その諦末 一niも接 尾辞 か と思われる。石 戸方言(埼 玉)で 老人達
が猫 をコゾ,満 州語でkg∫と呼ぶ事や(山 本謙吾p,107),トルコ語ked亘
(猫)か ら,共 通 語幹*ko・の存在 が推定 される.中 期朝鮮語koy(猫)
も参考 に な ろ う。 また,中 期 朝鮮 語koyagi(id.)は,koni(猫)+agl
(子)か らの転 化形であろ う(cf.李崇寧p.124,125〉。朝鮮語pegεgi(ひよ
こ),tokkεg(兎)にも語末 に このagi(子)が 認め られる。 日本 語 ネコ
〔猫)は,中 期 朝鮮語*konj(id,)の音位 転換 形か,koni(猫)+ko(子)
よ りの語頭ko一喪失形 であろう。
なお,日 本語 カゴ(篭)は,ハ コ(箱),フ ゴ(春,フ クロ(袋)と 同
根であろ う。 この 日本語/k/と/p/交替については後述する。
3)Jkusi(櫛).～MKpis(id.).
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4)Jkuti(口)～Kpuh(id),
日本 語語 中子音/t/と朝 鮮語 語中子音/r/の対 応 につ いては,Martinの
対応音則 〔12〕が これ を証明す る。その語例 を引用す ると,Jpati(蜂)
～MKp∂r(id.),Jwata(海)一MKparAr(id.),JnatI(夏)～MKyer了m
(i己)などがあ る。
なお,復 元百濟語 ではr口 」 は*k∂t∫er(都守熈,P.95)と日本語 に近
い0
5)OJkura・〔tani〕(谷)窄MKpirg/pir∂y(崖).
日本各地の方言 で山の斜面 をヒラとい うが(小 学館 「日本 国語大辞典 」
昭和50年参照),こ れ は中期 朝鮮語pira/piray(崖〉 に近い語義 ≧語形 で
あ る。 また,中 期 朝鮮語kor(谷)は,上 古代 日本詰 クラ ・タニのkura・
に対応 しよう、従 って,ク ラ タニは同義語 を重ねた重複語 と言 え よう。
復 元 百濟 語で はr谷 」 に*hol(都守熈p・460)があ り,日 本語 ホ リ
(堀)に類似す る。
6)Jkuru一〔busi〕.(躁)～MKpar(足).
日本語 クルブ シ(躁)は 「倭 名類聚鉛」では,ッ ブブ シとも見 えるが,
これは類義語 を重ねた重複 語であろう。 クルブ シの語頭 クルは中期 朝鮮 語
karAr(脚)に近い語形であ ろう目。上吉 日本語 クヱ(蹴),同 様 に足の動作
を表す キ/ク(来),カ ケ(駆 け)な どと考え合 わせ ると,ク ルブ シの ク.ル
は 「足」 を意味す ると思 える。上古 日本語クツ(沓)や カチ(徒)も,同
根語で あろ う。
古代朝鮮 語 「脚」*katpr.より中期朝鮮語karArに転化 した と言われる
か ら(李 基文p.97),日本語 カチ(徒)や カカ ト(躁)に 類似す る。目
7)Jkuse(癖)一MKpar(足).
朝 鮮語par(足)とparYs(癖〉 は同根 語 と思 える。歩 きざ まに は,か
な りの個人差が認・め られ るか ら,家 族 問ではその構成員の足音 はかな り正
確 に聞 き分 ける事がで きよう。
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8)Jkabe(壁)～MKpala皿(id.〉,
9)Jkudari(『下 り 〉 ～ 皿pitha■(1.1.11皮).
日 本 語 タ レ 〔垂 れ)や 地 形 の 傾 斜 を 表 す タ リ/タ レ は 同 根 語 と 思 わ れ る
の で,日 本 語 ク ダ リ(下 り)語 頭ku一 や,中 期 朝 鮮 語pithar(山披)や
朝 鮮 語pi吏tur一(傾く)の 語 頭pi一は 接 頭 辞 で あ ろ う 。
10〉Jkuttuku(くっ{寸く)～Kputhi一(id.).
日本 語 ク ッ ツ ク は ッ ク(付 く〉 さ ま が 密 着 す る 事 を 意 味 す る 。 両 言 語 語
頭ku一 とpu一 は 接 頭 辞 で あ ろ う 。
11)Jkara一[tal〔空 手)～Kpin一[son](id.〉.
日 本 語 語 中/r/と朝 鮮 語 語 中 語 末/n/の 対 応 に つ い て は,前 述``ASup・
plementtoMartin周sLexicalEvidence"の第9補 則 で 発 表 し た が,二 三 の
例 を 上 げ れ ば,Jpuru一(古)一MKh∂n一(id.),Jura(裏)一MKanh(内),
OJkara-kuni〔韓 国)一Khan-kuk(id、),Jkaru一[ko](軽子)～Kkar一
[po1(売春 婦 〉 な ど が あ ろ う。
12)Jp止o(尋 〉 ～MKkir(id.).
13)Jpura・koko/buran㎞(鰍鞄)一MKkfri(id.).
俳 譜 「春 」 の 季 語 フ ラ ・コ コ(鰍 鞭)語 末 コ コ は,オ ニ ・ゴ ッ コ/マ マ
ゴ ト ・ゴ ッ コ に も認 め ら れ る が,児 戯 を 言 う接 尾 辞 で あ る 。
14)Jabura(油)一MKklrfm(id.),
日 本 語 ア ブ ラ(油)語 頭 ア は調 音 母 音 か 。 朝 鮮 語 語 末 一mは 名 詞 接 尾 辞 。
15)Jkatamuki(傾き)～Kpittuτ・(id.).
16〉Jketa(桁)～Kppaetori(桁先)?
両 語 の 語 根 は 中 期 朝 鮮 語torh(桁)と 同 根 で あ ろ う。 日本 語 ケ タ(桁)
の 語 頭ke一 と,朝 鮮 語ppaetor産(桁先)の 語 頭ppae一は 接 頭 辞 と も 理 解
で き る か ら,日 本 語 語 頭/k/対 応 朝 鮮 語 語 頭/p/対 応 語 例 と し て は,問 題
が あ ろ う 。 日 ・朝 両 語 対 応 で,朝 鮮 語 語 末 〆r/の消 失 は,Martinの 対 応 音
則[12b]が こ れ を 証 明 す る 。 語 例 を 引 用 す れ ば,Jtaba(束)一Ktapar
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(id.),Jfi(火)～Kpu■(id.)などが あ る 。
17)Jkinu(絹〉 一MKpitan(id.)
18)Jkazari(飾り)目ヤMKpiz・(id,)
な お,上 の16)に つ い て は,疑 問 点 も残 る の で?を 付 し た 。
2日..本 語 語 頭/p/対応 朝 鮮 語 語 頭 〆k/対応 語 例
前 章 で 挙 げ た 日 本 語 語 頭/k/対 応 朝 鮮 語 語 頭/p/と は 全 く逆 の 対 応 例 が
認 め ら れ る の で,以 下,そ の 語 例 を 掲 げ,[複 則1]に 加 え て,[複 則1a]
を 設 立 し た い 。
1)Jpa(刃 〉 一MKka■(刀).
2)Jpane(羽 根)一MKkis(i〔1.).
日 本 語 ハ ネ の 語 末 は,イ ハ ・ネ 〔巌 根),カ キ ・ネ(垣 根)な ど の 語 末
に も 認 め ら れ,名 詞 接 尾 辞 と思 わ れ る 。目
3)Jpuka.(深)～MKkiph一(id.)?
中 期 朝 鮮 語kiph・(深 い)は,両 言 語 問 の/p/と/k/対応 を 考 え る 上 で 興
味 深 い 語 で あ る 。 何 故 な ら,.復 元 百 濟 語*korang(青)(都 守 熈p.460)
に 対 して,中 期 朝 鮮 語 はphゴ昏(id,)だか ら で あ る 。 ま た,日 本 語puka一
(深)と 中 期 朝 鮮 語kiph・(id.),日本 語taka・(高)と 中 期 朝 鮮 語nophi・
/nophAy・(id.)を比 較 す る と,両 言 語 間 に 語 中 の/k/と/p/の対 応 も あ る よ
う に 考 え ら れ る.こ れ は,又,別 の 機 会 に 調 べ て 見 る事 とす る 。
4)Jpasa一.[mi](鋏)一 MKkazay/kasfy(id.).
5〉Jpasi.[ka](芒)～MKkasAy(刺).
6)Jpa・[pa]1母)一MKkas(妻).
7〉Jpuyu(冬)～MKky∂lr(id,).
8〉Jpana(花 〉 ～MKkos(id,),
9)Jpana(鼻 〉 一MKkos一[mlr](鼻 水),
10)Jpa一[si](愛し)～MKkoy(寵 愛 す る).
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中期朝鮮語koym(寵愛)語 末 一mは名詞接 尾辞。
11)Jpa(端〉 ～MKKA(id,).
12)」・pa([主格助詞]は)～MK・ka(id,〉
13)Jpagu(剥ぐ)～Kkha・(id.)〈MKpskA一(id.)
14)peta(謝～Kkk・kci(id.)?
15)Jpimo(紐)～MKkin(id,),
日本語 オ ビ(帯)語 頭 オはオス ヒ(襲)語 頭オ と同 じく乙類 なので,中
期 朝鮮 語Osに 対応 し,語 末 ビ は 「紐 」 を表 よ うに思 える。 動詞 オ ビ
(薄)は紐 で物 を身につ ける事 を意味 したのであろうか。
16)pom(堀る一一MKkar一(耕す)
17)Jpi〔火)～MKkup・焼 く)
日本 語 ケ ブ(煙)や 中期 朝鮮語kur・s-tok(煙突)の 語頭kur一は,日
本語 ヒ(火),中 期朝鮮語p了r(id.),蒙古語ga1(ld,)などと同根で,〆p/と
/k/の対応が認め られる。
18)Jb㎞([卑語]女/売 春婦)一MKkar一[po](売春婦).
日本語 ビ リは,卑 語で 「女/売春婦 〆女 陰」 を言 う(「岩波古語辞典」)。
また,卑 語バ イタ(売 女)も,「 女/女児」 を卑 めて言 う方言 ビタ/ベ ッタ
ラ と共 に,ビ リと同根 の可 能性 が高 い(cf.Jbiri〈Jbita〈JbittaraJ
baita〈*bLtaくJbita)。
12世紀初 頭 の書物 「鶏林類事 」の 「女児 口宝姐」 か ら 「女児」 を 「宝
姐」 と漢音 で表 わ してい るのが分 か るが,そ れは,*pitarと解読 され て
いる(金 芳漢p.174)。この語 は,こ れ ら日本語,ビ タ/ベッタラに対応 し
よう。
中期 朝鮮 語kas(妻)の 原義 は 「女」 を意味 し,同 根語 に,中 期朝鮮語
kanna一[nAyj〔女),中 期朝鮮語ka一[thril(雌1推1〉,中期朝鮮 語kasi
(妻/女),中期朝鮮 語kasi一〔nay1(女[児1),朝鮮 語kar一[po1(売春
婦)な どあろ う。
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3日 本語語頭/k/と/p/の交替
以上,日 本語語頭/k/と朝鮮 語語頭/pノ,その逆,日 本語語頭/p/対応 朝
鮮語語頭/k/対応 語例 をあげて,そ の対応証明 を行 い,〔補 則1a]を 設け
た・本章 では,日 本 語に も語頭/k/と/p/の交替が認め られるので,以 下,
それ を例挙 して,そ の原音が どんな子音 であ ったのか探 る手掛か りを求め
たい。
1)Jpapa(母)～Jkaka(観)
日本 語 オフク ロ(お 袋)は 「母 親」 の敬称 であ ろうが,そ の形態素 は
オ ・フ ・ク ・ロと分 離で き,そ の語幹 フク はpa・pa(母〉 か らka・ka
(鋤 への交替過程 を表す語形 とも思え る。語末 ロは名詞接尾語であろ う。
日本語 「母」の方言 に,ハ カやア ッパ コが あるが(宮 良当肚p.12),こ
れ らの語形は,ハ ハ(母)か らオ ・フク ・ロの語幹への転化 を裏付 けよ う。
なお,カ カ/カカ ァ(娯)は 朝鮮語kas(妻)の 重複 であ ろうが,そ の原
義iは「女」であろ う。
2)Jpako(箱)～Jkago(篭)
中期朝鮮 語koak(枢〉 は,現 代 語で は 「箱」 を意 味す るか ら(「現代
朝鮮 語辞典 改訂」養 徳社昭和55),原義 も 「箱」と思 われる。 また,日 本
語7ゴ(番)や ビク(魚 篭)の 交替形 と思 える。 フク ・ロ 〔袋)の 語末 ロ
はサク ・ラ 〔桜)の 語末 と同 じく接尾 辞 と思 える。
文化発達史か らみす と,編 み篭や動物体の一部 を袋 として用い るのが最
初で,箱 の製作は文化 がかな り進んで か ら作 られている。
3)Jpami(食み〉 一Jkami(噛み)
4)Jpagi(剥ぎ)一Jkaki(掻き)
5〉Jpasibami(榛)～Jkasipa(棚)
6)Jpasi-lduma](愛妻)一Jkasl一[dukl](傅き)
7〉Jpis6ka(密か)rJkasuka(微か)
8)Jpata(傍)一Jkata(片)
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9)」 ・pa([主格 助 詞]は)～J・ga([主 格 助 訓]が)?
10)Jpi(日)～Jka(id,)
11)Jpeta.(蕃)～Jketu(尻)
石 戸 方 言(埼 玉)で は,「 尻/脅 」 を ケ ツペ ッタ/シ リペ ッ タ と も 言 う 。
ま た 「肛 門 」 を ケ ッ メ ン ド と言 う。
12)Jporu(彫 る)一Jkuru(剖 る)
13)Jpiru(干る)一Jkaru(洞 る)
14)Jpusi(節)一JkDsi(腰)
日 本 語 で 「ふ しぶ しが 痛 む)と い う事 は,手 足 の 関 節 と 共 に,腰 の 痛 み
も含 ま れ よ う 。
4語 頭〆k/と/p/の祖形
日 ・朝 両言語 間に認 め られる語頭/k〆と/p/の対応 は,そ の祖 形が如何
なる音で あったかの問題 を提起 する。果 たして,こ れ ら両言語 が分離 以前
には・ その祖形 は*pk一で あったのであ ろ うか。 そ衆 とも両言語語頭/k〆
と/p/の対応語彙 は,い づ れか の音 か らの転化に よる ものであろ うか。
日本語 ノホ キ リ(鋸)と ノコギ リ(鋸 〉.では,文 献上 はノホキ リが 古形
と言 われて い る(「岩波古 語辞 典」)。す ると,語 中音 ではあ るが,/p/>
/k/とな る。 この仮定 をコホ リ(凍 り)と コゴ リ(凍 り〉 に当て嵌 め ると,
前者 の語形 よ り後者が生 じた事 とな る。
文 化発達 史 的に は,製 板技術 が な くと も,カ ゴ(篭)は 作 れ るか ら,
/p/>/k/とは逆 の関係が ハコ(箱)の 語 には生 じた事になろ う。 しか し,
フゴ(春 〉やフクロ(袋)の 語 形 もあるから,新 た な容器,箱 が創 作 され
た時,*pVk[V]な る語がそ れに転用 された とも思 える。
また,f母 親」の敬称,オ フ クロの語幹 フクはpa・pa(母)か らka・
ka(嫡〉 へ の交替過程 を表 す語形 と思 えるが,フ ク ロ(袋)に 意味 を求
めて,そ の母音が変化 した語形 と思 える。 日本語 「母」の方言形,ハ カや
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アパ ッコ(宮 良当社p.12〉が,そ れ を証 しよう。
日本語 フカ イ(深 い)と 中期朝鮮語kiph・(深い〉対応の所で述べたが,
百濟語*korang(青)〔都 守熈p.460)と中期朝鮮語phfrf・(id,)の語頭 音
が/k/と/ph/,百濟語*aku(九)(都 守 熈p,460〉と中期 朝 鮮 語ahop
(id.)の語 中音 が/k/と/p〆に,百 濟語*turak(石〉(都守熈p.459)と中期
朝鮮 語torh(id.)の語 末音 がノk/と/p/に相違す る点が この問題開明 に一つ
の示 唆 を与 えそ うである。
また,語 頭/h/の漢語借 用語が 日本語 と朝鮮語で如何 なる音 に転 じてい
るか見 るの も,日 ・朝 言語 問の〆k/と/p/対応 を探 る上で参考 となる。 例
えば,漢 語hゴag(香)は,日 本語ではカ ウと語頭〆k/に転 じるに対 して,
朝鮮 語ではhyagとほぽ,原 音 をとどめ る。
日本語 が漢語語頭/h/と/k/と転 じて借 用 している問題 を考察す る上 で
興味深 い資料がある・ それは,12世紀 に 日本 入が書いた 「二 中暦」 に見え
る高麗語数詞 「一」 がカ タナ と記 されてい る事で ある。同書 は,「鶏林 類
事」 と,ほ ぼ同時代 に書 かれた書物 と推定 され るので(新 村出p.21-22),
B本 人が 「鶏林類事」 の 「一 日河屯」 を如何 に聞 き取 ったか を知 るのに役
立つ。 「河 屯」 は,*hAtAn又は,*h3tDnと解 読 されて い る(李 基 文
p,29)。この事 も,巳 本 人が聲門無声音/h/と/k/を混 同す る傾 向がある事
を証す る。つ いでなが ら,日 本 語 ヒ トツ(一一)と 中期朝鮮 語hAnah(id.)
の 日 ・朝祖形 は,古 代Dレ コ語birCP)か ら見て,*phit・として問題な
かろ う。
さて,文 献史的に古い語形 が,必 ず しも,原 音 を止めている とも言 えま
い。 この問題検討には,同 系言語 との比較検討 もなされねぱな らなるまい。
と言 って も,日 本語 ヒ(火)や,中 期朝 鮮語pfr(id.)の語頭/p/に対 し,
蒙古語gal(三d.)や古代 トル コ語kUl(灰)の 語 頭/k/とで,い づれが アル
タイ語祖形 をよ く保つか を割 り出すの も困難 な作業であろ う。
Martinの日・9朝対応[音 則5],日 本語語頭/k〆対応朝鮮語/h/の確実な
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対 応 例 に は,日 本 語 コ シ(腰)に 対 し,中 期 朝 鮮 語h∂ri(id,)一・F例だ け が
挙 げ ら れ て い る(Martinp203)。そ の 同 根 語 に,ト ル コ 語 か ら は 匹6kゴ?
(lear),ka1?a(hip),ku§ak(belt》ku辱at一(gird)だけ を 挙 げ,日 ・朝 祖 形 を*
xesi(Mardnp.245)とし て,そ の 語 頭 音 を 軟 ロ 蓋 無 声 摩 擦 音/x/と して い
)
る。古代 トル コ語b6」(腰)の 存在 を考慮 に入 れ,日 ・朝祖 形 を復 元す
ると・*phu苧i(腰)と・語頭 音 を両唇閉錯無声帯気音/ph/としたい・ 日
本語 コシ(腰)と フシ(節)で は同根 の可能性 が高 いか らであ る。従 って,
この事 に限 って言 えば,J,P.Maher博士 の/p/>/k/移行説が妥 当 となろ
うq
この他,[音 則5]対 応例 に は,日 木語クハ(鍬)と 中期朝鮮語homAy
(鋤)も あ ろ う。 それ は,日 本語 カマ(鎌)と も対応す る。朝鮮語homi
(草刈鎌)が 参考 とな る、 また,中 期朝鮮語hepag(窪)は落 と し穴 の よ
うな窪 を言い,漢 語 「虚方」が当て られているが,日 本語 クボ(窪)と 対
応の可能性 も高い,
さらに,[音則5]対 応例 に 日本語 カ ミ(上)と 中期朝鮮語hanAr(天)
が加 え られる。 日本 語内 に も/n/と/m/の交替 が認め られて い る.(大野
晋 ・他p,12〉。 なお,満 州 語abka(天)対 応語 アマ(天)は カ ミ 〔上)
語頭子音喪失語で,同 例 にカ(彼)>ア(彼 〉が ある。
中期朝鮮 語khτn・(大)とhan・(id.),主格助詞gaとhAnは 同根 派生
であろ う。
日 ・朝 語頭/p/k/対応語彙の祖形が/ph/であ った とすれ ば,日 本 語 と朝
鮮語で,そ れぞれ,語 頭/p/また は/k/語彙 となって も不思議 で はある ま
い。 となれば,Hodge博士 の祖形*pk一よ りの分裂 も妥 当となる。
恐 ら くは,日 ・朝両言語 のそれぞれの長い言語史 と,両 言語問の密接 な
交流史 にあ ったは,/ph/〉〆k/移行 と共に,/ph/より/p-/と/k/に分裂 も
生 じた と推定 され る。
本論 を閉 じるに当た って,1991年夏 に私 を韓国に招聰 し,研 究助成 を し
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ていくれた韓国国際文化協会に深く感謝致したい。またう私の論文発表時
にHodge博士とMaher博士からの受けた温かいご教示にも感謝の念を
表明 したい。
(本学理工学部教授)目
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A SUPPLEMENT TO MARTIN'S LEXICAL
EVIDENCE
Hiroshi Ishii
School of Science & Engineering, Waseda Univ.
Samuel E. Martin in his "Lexical Evidence Relating Korean to Japanese"
mentions the possibility of Japanese _tarapi (washtub) being cognate to
Middle Korean ta_ya (id.). He has, however, eliminated references to"washtub" in his list of correspondences, probably because he applied
phoneme-correspondence "13" where he should have applied "11a"(*1).
In order to refute traditional as well as Ohtsuki's claim that J _tarapi is a
contraction of ta(hand)-_arapi (washing)(*2), I proved J _tara-pi cognate to
MK _taya by showing 9 cases of J /r/ corresponding to K /y/(*) before I.
had had a chance to read Martin's classic paper. And in this paper, I will try
to add a few more Japanese and Korean phoneme-correspondences to the
great monument Martin has established in the comparison between Korean
and Japanese.
$~ 1. Japanese /K-/ corresponding to Korean /p-/
1) J _Kusa (grass)-MK _ph'ir (id.) As for the Japanese /-s-/ and Korean /-r/
correspondence, refer to Martin's [14c].
2) J _kago (basket)-MK paku (id.) cf. J _pako (box)
3) J _keta (beam)--K ppaetori (beam end) (MK torte (beam)
4) J _kuti (mouth, faucet)-MK _puri(bill, beak)
5) OJ kura-tarsi (vale)-MK _piray (cliff) c£. Japanese Satuma dialect pira
(id.) and MK _kor (vale)
6) J _kudari (descent)-MK pithar (slope) cf. tare (to dangle)
7) J katamuki (slant)-K pittur- (slanting)
8) J kuttuku (to stick to)-K _puthi (id.)
9) J _kuru-busi {ankle)-MK par (foot) cf. 0J kuwe (to kick), OJ kola
(shoe), OJ kati (on foot)
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lo) )
11) ]
12) ]
13) J
14) J
/-r-/
15) J
16) J
kuse (bad habit)-K par (id.)--K parts
kupa (hoe)-MK parym
kabe (wall)-MK param (id.)
kinu (silk)-MK pitan (id.)
k_ara-te (empty hand)-K _pin-son (id.). A:
and Korean /-n(-)/, refer to II9.
kazaru (to decorate)-MK piz- (id.)
kusi (comb)-MK pis (id.)
(manners)
for Japanese intervocali<
g Z. Japanese /p-/ corresponding w Korean /h-/
I) J pi (sun)-MK hny (id.)
2) J pi (fire)--MK hoay (torch)
3) J piru (daytime)-MK horn (a whole day)
4) J pisame (heavy rain)-MK hanpi (id.}
5) J _piza (kneecap)-MK hathiy (leg)
6) J poro-bibi (to perish)-MK har- (id.)
7) J boro (rag)-MIC har- (id.)
$) J p>-ki (short)-MK _hyok- (little/narrow). In our dialect (Ishito dialect),
when silkworms get matured and reedy to spin cocoons, they become
shorter, which are called "piki".
9) J pi (gutter)-MK hom (id.)
10) J bero (tongue)-MK hya (id.)
11) J piku (to pull)--MK hya- (id.)
12) J pundan (abundant)-K htncan (abundance)
13) JD (Ishito dialect) pito-darn (vad:MK han-nip (big leaf)
#3. Japanese /II-/ wrresponding to Korean /k-/
1) J a (that)--MK k'i (it)
2) J _asi (reed),_MK k_nr (id.) as to Japanese
correspondence, cf. [14c]
3) J _apa (bubble)-K ka_phum (id.)
4) J abi (to bathe)-MK kam- (id.)
5) J abara (sibs)--metathesis-K karpi <MK kar
6) J aburu (to roast)--MK k_up- (id.)-J kuberu -
7) J ami (net)-MK k'imSr (id.)
8) J aruku (walking)-MK kaam (id.)- J ayumi
9) J impari (lie)-K kacismar (id.)
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/s/ and Koren
(ribs)-J gara
(to burn)
(id.)
/r/
i
l
I
10) J i_diru (to meddle)--K kachi- (touch)
11) J use (to disappear)-K kaci- (id.)
12) J eda (branch)-MK kati (id.)
13) J erabu (to choose)-NllS knr_hny- (id.)
14) J osimahi (end)-MK k'iztm (id.)
II4. Japanese /t-/ corresponding to Korean /s-/
Martin proves Japanese /t/ corresponds to Korean /s/ in intervocalic and
final position. This correspondence also exists in intial position as well;
J toku (to explain)-MK saki- (id.)
2) J togi (companionship)-MK sakoy- (to associate)
3) 7 tanuki (racoon dog)-MK _snrk (wild cat)('4)
4) J tetu (iron)--MK soy (id.)
5) J tubi (vagina)-K ssip (id.). Vulgar K ssip(vagina) seems to be an
intentional metathesis of K _poci (id.), which is a Taboo, which by saying
backwards, the forbidden word might have lost its magic. K. poci and O]
potd (id.) are also cognates, and OJ _tub'i (id.) would be an intentional
metathesis with the same purpose.
6) J _tatu (to stand)-K s_a- (id.)
7) J tuyoi (strong)-MK say- (id.)
8) J late (length)-K sero (id.)
9) J to (hand)-MK son (id.)
10) J tosi (age)-MK sar (id.)
11) J loci (bird)-MK say (id.)
12) J matu-take (a mushroom)--MK sak (bud)-K ssak (id.)
II5. Japanese /m-/ corresponding to Korean /y-/
Martin proves Japanese /m/ corresponds to Korean /p/ in intervocalic
and final position. This correspondence also exists in intial position as well:
1) J mutugi (baby clothes)-MK poroki (id.)
2) J mini (to see)-MK po- (id,)
3) OJ miko (basket)/ m_ik_a (urn)--MK pakoni (basket)
4) J mati (gore)-MK pati (skirt)
5) OJ mari (to excrete)-MK _po- (id.)
6) J mama/manma (meal)-MK pap (id.)
7) OJ murasaki (purple)-MK phnrnr (blue/green). I am not sure why the
Japanese word has the ending of -saki. it may correponds to MK snyk
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(colour). But, I could not find other suck examples.
8) J muku (to peel)---MK pnri (id.)
9) OJ magu-papi (coitus)--K ppakuri (id.).
#6. Japanese /n-/ corresponding to Korean /t-/
1) J _na-wi (earthquake)---K ~ (earth)
2) J nora (field)--K tir (id.)
3) J n_ipa (garden)-K _tttr (id.)
4) J n_aru (to become)--K toy- (id.
5) J nora (to ride)-K tha (id.)
6) J noroi (slow)---K ttY (id.)
7) O] n_opo-kiri (saw)--K thop (id.)
8) J nukui (warm)-K tikap (very warm)
9) J n_asi (pear)-K tare (a kind of pear)
10) J natume (Chinese date)---K techu (id.)
11) J nado (etc.)-K ttauy (id.)
12) J nafu (to twine)-K ttah- (id.)
13) J nim (to resemble)-K tarm- (id.)
~$7. Japanese /-n-/ corresponding to Korean /-r(-)/
Shozaburo Kanazawa noticed interchangeability of intervocalic /-n-/,
/-r-/ and /-y-/ in the transcripton f the old Korean place names (*5)- I
have also found that Japanese intervocalic /n/ corresponds to Korean
intervocalic as well as final /r/:
1) J kona (powder)-MK knr (id-)
2) J tuna (rope)-MK _cur (id.)
3) J tanuki (racoon dog)-MK snrk (wild cat)
4) J _hani (clay)-MK _hnr_k (id.)
5) J inu (dog)-K iri (wolf)
6) J mane (ridge)-MK _mnr (id.)
7) J kane (metal)-MK _kuri (copper) cf. J aka-gane (3d.)
8) J maneku (to invite)-K pun- (to call)
9) J sane (leg)--MK _tari (id.)
10) J tanagi (attic)-K task (id.)
11) J yone (dce)--MK yar- (to bear fruit) cf. J taae (grain)
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g8, Japanese /t-/ corresponding to Korean /n-/
MK nuyak (straw raincoat) and K torongi (id.) will be cognate as
Kanazawa's thory of /n/r/y/ interchangeability explains.
1) J tosi (age)-MK nah (id.)
2) J _tefu. (butterfly)-MK napu (id.)
3) J to (harbour)-MK nnl
4) OJ to (who)-M1C nu (id.)
5) J _turu (to fish)-MK _naks- (id.)
6) J take (height)-MK n_opph-/noph- (high)
7) OJ katori (a silk cloth)-MK karu'nkip (id.)
8) 1 katabira (hemp garment)-MK knrunpoy (id.)
9) J _tura (face)-MK n_ach (id.)
10) J tappa (heighQ--MK nophi (id.)
II9. Japanese intervocalic /-r-/ corresponaing to Korean /-n(-)/
1) J puru- (old)-MK _han- (id.)
2) J da-kara (therefore)--MK kani (id.)
3) J _kara-miso (salty miso)--K _kan (saltiness)
4) OJ _kara-tani (valley)-MK konaysay (in the valley)
5) ] u_ra (inside)-MK _anh (id.)
6) J _sar-u (to go away)-K cina-(id.) Ac for Japanese /s-/ and Korean /c-/
correspondence, refer to Maniri s [96].
7) J _ga_n (wild goose)--MK kfyrayki (id.) ci. J k_ari/karigane (id-)
8) of kara-kuni (Korea)-K han-kuk (id.)
9) J karauso (outright lie)--K han- (great). J kara will be cognate to K
h_an,though it is semantically influenced by its homonyms kara (dry/empty)
as can be seen in l _kara-kaze (strong dry wind), _kara-ibari (bluff), and
kara-sawagi (much ado about nothing).
10) J kar~-wi (wild sow)---K karma (loose woman) cf. siri-garu- onna(id, lit.
woman with light buttocks). K kar-po (whore) and J kara-ko (woman-pimp)
will be cognate.
¢ 10. Japanese /-i-/ corresponaing to Korean /-n-/
1) J _pi (sun)-MK h_ny (id.)
2) ] pi (fire)-MK h_oay (torch)
3) J piru (daytime)-MK hnrn (a while day)
4) J sisi (flesh)-MK snr (skin)
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5) J
6) J
'~ J
8) J
9) J
lo) J
11) J
pith (elbow)--MK pnrh (id-)
ani (why)-MK ann (id.)
pari (needle)-MK pannr (id.)
piro (fathom)-MK pnr (id.)
sidyuu/syocuu (often)-MK corn (id.)-K
mituru (to be worn nut)-MK morn- (id-)
siraberu (examine)-MK snrphi- (id.)
cacu (id.)
$k 11. Japanese /-u-/ corresponaing to Korean
1) J tepu (butterfly)-K napi (id.)
2) J inu (dog)-K iri (wolf)
3) J tuba (saliva)-K chim (id.)
4) J knra (saddle)-MK kiiima (id.)
5) J o-take (miso-soup)-K ccikae (pot-stew)
6) I lama (skirt)-MK chima (id.)
7) I utu (to hit)-MK chi- (id.)
/-i-/
$~ 12. Japanese /-u-/ corresponaing to Korean
1) J piyu (barnyard grass)--MK pirim (id.)
2) J idura (where)--MK a_Gra (id.)
3) I suru~(to lose)--MK sir- (id.)
4) J 16uru (to smolder)--MK pil (fire)
5) J musu (to steam)-MK mil (water)
6) J susugu (to wash)--MK sisil- (id.)
/ 'i-/
# 13. Japanese /-u-/ corresponaing to Korean
1) J su (vinegar)-MK sny- (sour)
2) J su (opening)--MK sny (id.)
3) J -su (suffix for birds)--MK say (bird)
4) J suki (spade)--MK sayki- (to carve)
5) J rune (to sulk)--MK sayo- (jealous)
6) J sugaru (to copulate)--MK sayh'iray (id.)
/-aY'/nY/
J$14. Japanese /-i/ corresponaing to Korean#
1) J kuzi (lot)--MK mut- kiri (fortune-telling)-K
mizu-kori (water ablutions)
2) J puti (deep water)---MK mot (pond)
- qq
kus (exorism) cf. .l
3) J pari (needle)--MK pannr (id.)
4) J silo (formula)-MK sik (id.) cf. Chinese ,rt'
5) J ipi (meal)-MK pap (id.)
6) J adi (taste)-MK mas (id.)
7) J tutumi (package)-K scam (rice wrapped in leaves)
8) J tanuki (racoon dog)-MK snrk (wild cat)
9) J simi (clothes moth)-K com (id.}
10) J kusi (comb)-MK pis (id.)
I hope the evidence shown above will be a useful contribution to
furthering Martin s ground-breaking work to prove Japnese and Korean
cognate relationship. In the list I have not taken the trouble applying
Martin's corresponding laws to each morpheme of the words in order to
save space :it will be easy to apply his laws and a supplement of mine to
them.
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